



















































































































ジ 大 学 協 会（AAC & U, American Association of 
Colleges & Universities）がバリュールーブリック








































































































































































































































































































































表 2︓第 1 段階ルーブリック 
（筆者作成） 


































































































































































































































































































































































































































































































8） 教育学部 2名，経済学部 2名，理学部 2名，医学部 2
名，薬学部 1名，工学部 2名，農学部 1名（男性 8名，
女性 4名）計12名となった．
9） 東北大学. 2017. 転換・少人数科目基礎ゼミ履修の手
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